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資料４ 事故等の再発防止のための行政指導（通達） 

 

 ４－１ 幼児の踏切事故等の防止について 

 ４－２ プラットホームにおける人身障害事故防止の徹底について喚起） 
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国 鉄 施 第 ４ ２ 号

国 鉄 安 第 ３ ７ 号

平成２２年１０月７日

地方運輸局 鉄道部長 殿

鉄 道 局 施 設 課 長

安全監理官

幼児の踏切事故等の防止について

踏切事故及び線路内立入りによる人身障害事故（以下「踏切事故等」とい

う。）の防止については、交通安全基本計画に則り、春秋の全国交通安全運

動や、踏切事故防止キャンペーン等（以下「交通安全運動等」という。）を

通じて広く沿線住民等への広報活動を実施してきたところであるが、最近、

幼児が死亡する踏切事故等が相次いで発生した。

ついては、交通安全運動等の実施にあたって、幼児の踏切事故等を防止す

る観点から、関係機関と協力しつつ、保護者への広報など、より一層充実し

た取組みを実施されたい。また、管内の鉄軌道事業者に対し、同様の取組み

をより一層充実するよう指導されたい。
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国 鉄 安 第 ５ ９ 号

平成２２年１２月２０日

各地方運輸局長 殿

沖縄総合事務局長 殿

鉄道局長

プラットホームにおける人身障害事故防止の徹底について

プラットホームにおける人身障害事故防止対策については、本年１２月１

０日からの「年末年始の輸送等に関する安全総点検」の重点点検項目に位置

付けているところであるが、１２月１０日から１９日までの１０日間のプラ

ットホームにおける事故発生件数については、平成１４年から２１年までの

平均が４.３件のところ、今年は暫定値ではあるが１０件を超える状況とな

っている。

ついては、貴局管内の鉄軌道事業者に対し、プラットホームにおける人身

障害事故防止対策の実施を改めて強く指導するとともに、貴局においても鉄

軌道事業者の実施状況を更に確認するなど、事故防止の徹底を図られたい。


